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葉上動物としてサンゴタツ Hippocampus mohnikei 




Hexagrammos agrammus （Temminck and Schlegel, 
1843）， ア サ ヒ ア ナ ハ ゼ Pseudoblennius cottoides 
（Richardson, 1848）， ア ミ メ ハ ギ Rudarius ercodes 
Jordan and Fowler, 1902 などの魚類は葉上性のヨコエビ
類，ワレカラ類を主な餌としている（布施，1962）。
向井（1976）は海藻類の葉上に生息する貝類シマハマ
ツボ Alaba picta （A. Adams, 1861），ノミニナモドキ
Zafra mitriformis A. Adams, 1860 の生活史がノコギリモ






Cololabis saira （Brevoort, 1856） や サ ヨ リ
Hyporhamphus sajori （Temminck and Schelegel, 1846）
などダツ目魚類の産卵基質になっているほか，ブリ
Seriola quinqueradiata Temminck and Schlegel, 1845 や
マアジ Trachurus japonicus（Temminck and Schelegel, 
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Abstract: In May and June 2018, we collected both benthic and drifting large brown algae Sargassum horneri on the 
coast of Takehara City, Hiroshima Prefecture, Japan. The animal communities on benthic and drifting thalli were 
compared. Phytal animals such as harpacticoid copepods, amphipods, isopods, and polychaetes were predominantly found 
on both thalli. The Horn’s overlap index showed that the animal communities on drifting thalli in June 2018 were clearly 
different from those of the benthic thalli.
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は 12 属 40 種にものぼるが，大部分はホンダワラ属
およびその近縁属によって構成されている（吉田，
1963）。瀬戸内海における流れ藻はアカモク，ヒジキ
Sargassum fusiforme （Harvey） Setchell, 1931，ヨレモ
ク Sargassum siliquastrum （Mertens ex Turner） C. 
Agardh, 1820，シダモク Sargassum filicinum Harvey, 
1860，タマハハキモク Sargassum muticum （Yendo） 











（Yoshida et al., 2004）。春季に成熟する個体群では冬
季から夏季にかけて繁茂し，5 月ごろに最大高になる
とされる（今村，2008；加藤・城内，2016）。伸長し




月ごろに藻体全長約 5 cm の幼体が出現し，9 月下旬
には全長が 2 m 以上になるまで成長したものも見ら
れる（奥田，1987）。その後，10 月下旬から翌年の 1
月にかけて卵放出が行われたのちに枯死していく（奥












呼ぶ）は 2018 年 5 月 15 日および 6 月 17 日の昼間の
干潮時，広島県竹原市沿岸（34°19’33’’ N, 132°55’24’’ 
E）（図 1）の潮下帯（水深約 0.5 m）にて簡易プラン
クトンネット（直径：30 cm，目合い：100 µm）をア
カモクにつく動物を逃がさないよう覆いかぶせ，仮根
を切断して株全体の採集を行った。試料は 5 月，6 月
それぞれ 5 株ずつ得た。流れ藻の採集は大崎上島町
生 野 島 沖 合 に て 2018 年 5 月 10 日（34°17’47’’ - 
34°17’50’’ N, 132°55’40’’ - 132°55’41’’ E）および 6 月










































???  ?????????????? ????????????
??????????????

















得られたデータをもとに 5 月，6 月の着生アカモク
および流れ藻上での 100 cm3 当たりの総個体数を算出





アカモクの採集日の直近の 2018 年 5 月 10 日およ
び 6 月 27 日に，環境調査として竹原市阿波島沖合




2018 年 5 月，6 月の水温，塩分はそれぞれ 14.6℃，
33.0 および 20.0℃，32.7 であった。
採集した着生アカモクおよび流れ藻の湿重量と体積
を表 1 に示す。着生アカモクは 5 月，6 月時点でいず





5 月ごろに大きいものでは全長が 10 m にも達する
（今村，2008）。一方で秋季に成熟する個体群では 3，
4 月には藻体は見られず，7 月ごろに全長 5 ～ 6 cm
の幼体が出現する（奥田，1987）。このため，本研究
で採集した着生アカモクは春季に成熟する個体群であ


























採集日 株番号 全長（cm）湿重量（g） 体積（cm3） 採集日 塊番号 湿重量（g） 体積（cm3）アカモクが占める体積の割合（%）
2018年5月15日 1 56 166.8 190 2018年5月10日 1 93.8 99 95.6
2 42 90.9 118 2 40.1 48 93.8
3 72.5 317.6 346 3 301 350 79.1
4 60 461.3 541 4 172.4 1080 98.1
5 43 166.3 195 2018年6月29日 1 871.6 1098 99.7
2018年6月17日 1 62 252.4 298 2 1071.3 899 95.9
2 57.5 135 181 3 722 617 99.6
3 54 122.9 150 4 511 649 98.9
4 54 65.7 89








シ 属， ニ ホ ン コ ツ ブ ム シ Cymodoce japonica 
Richardson, 1906），タナイス類，エビ類，ヤドカリ
類，多毛類，ウズムシ類，腹足類，魚類が得られ，藻
体 100 cm3 当たりの動物の密度はそれぞれ 3857.4 ± 






ける藻体 100 cm3 当たりの動物の密度は 493.9 ± 
452.2 個体（N = 4），643.0 ± 309.9 個体（N = 4）で
あった（図 2）。5 月，6 月の着生アカモクと流れ藻の
藻体 100 cm3 当たりの動物の密度には有意な差はみら
れなかった（Steel-Dwass Test, p > 0.05）。5 月，6 月
着生アカモクにつく動物の密度の詳細を見ると，5 月
着生アカモクではソコミジンコ目カイアシ類が藻体
100 cm3 当たり 2083.1 ± 1095.5 個体と全体の 54% を
占め，次いでアゴナガヨコエビ属ヨコエビ類が
1032.8 ± 730.3 個体（24%），カマキリヨコエビ属ヨ
コエビ類が 353.2 ± 227.1 個体（9％）となった（図
3）。6 月の着生アカモクではアゴナガヨコエビ属ヨコ
エビ類が最も多く出現し，1020.0 ± 514.4 個体（49%）
であった。ソコミジンコ目カイアシ類は 591.3 ± 
302.6 個体（28%），カマキリヨコエビ属ヨコエビ類
は 313.2 ± 288.3 個体（15%）であった（図 4）。5 月，
6 月の着生アカモクともにソコミジンコ目カイアシ
類，アゴナガヨコエビ属ヨコエビ類，カマキリヨコエ
ビ属ヨコエビ類の 3 つの分類群で全体の 9 割を占め
ていた。Mukai（1971）は尾道市向井島沿岸域にてウ
ス バ ノ コ ギ リ モ ク Sargassum serratifolium （C. 
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ヨコエビ類が 186.5 ± 235.1 個体（38%），アゴナガ
ヨコエビ属ヨコエビ類が 93.0 ± 42.6 個体（19%），
ソコミジンコ目カイアシ類が 85.9 ± 44.0 個体
（17%），多毛類が 56.2 ± 37.5 個体（11%），ワレカラ




と著しく変化し，ニホンコツブムシが 376.4 ± 234.5
個体で 59% を占めた。そのほか，ソコミジンコ目カ
イアシ類が 110.1 ± 38.1 個体（17%），アゴナガヨコ
エビ属ヨコエビ類が 77.6 ± 9.1 個体（12%），カマキ
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1824，ウガノモク Cystoseira hakodatensis （Yendo） 
Fensholt, 1952 からなる流れ藻上から採集されたニホ
ンコツブムシは，これらの流れ藻構成種およびシオミ
ドロ Ectocarpus siliculosus （Dillwyn） Lyngbye, 1819，
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褐藻類アカモクの着生状態と流れ藻の間の動物群集の比較
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